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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年4月16日(2015.4.16)
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【年通号数】公開・登録公報2014-038
【出願番号】特願2014-505518(P2014-505518)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  51/353    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/593    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/533    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/475    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   1/207    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  57/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  57/03     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   51/353    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   69/593    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   69/533    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   67/30     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   67/475    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   11/02     　　　　
   Ｃ０７Ｃ    1/207    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   57/13     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   57/03     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月23日(2015.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不飽和化合物を含む組成物の製造方法であって、（Ａ）１０～２４個の炭素原子を有す
る１種以上の不飽和モノカルボン酸または該モノカルボン酸のエステル、および、場合に
より（Ｂ）少なくとも１個のＣ=Ｃ二重結合を有する１種以上の化合物（該化合物（Ｂ）
は化合物（Ａ）とは異なる）を、パラジウム触媒およびルテニウム触媒の存在下でタンデ
ム異性化／メタセシス反応に施す、ただし、使用する該パラジウム触媒は、少なくとも１
つの構造要素Ｐｄ-Ｐ(Ｒ１Ｒ２Ｒ３）［式中、Ｒ１～Ｒ３基は、それぞれ独立して、２～
１０個の炭素原子を有し、それぞれ、脂肪族、脂環式、芳香族または複素環であってよく
、ただし、少なくとも１つのＲ１～Ｒ３基はβ-水素を含有する］を含有する化合物であ
り、該パラジウム触媒は、それ自体で、または、インサイチュで生じさせて使用され、た
だし、該方法は３以下のｐＫａを有する物質の不存在下で行われる、製造方法。
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【請求項２】
　パラジウム触媒は１分子あたり２個のパラジウム原子を含有する、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　２個のパラジウム原子はスペーサーＸを介して互いに結合し、該スペーサーは、ハロゲ
ン、酸素、Ｏ-アルキル、硫黄、硫黄-アルキル、二置換窒素、一酸化炭素、ニトリル、ジ
オレフィンから選択される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　使用するパラジウム触媒は、式（Ｉ）：
【化１】

［式中、Ｘは、ハロゲン、酸素およびＯ-アルキルから選択されるスペーサーであり、Ｙ
１は、Ｐ(Ｒ１Ｒ２Ｒ３)〔式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、上記で定義したも
のである〕基であり、Ｙ２はＰ(Ｒ４Ｒ５Ｒ６)〔式中、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、それぞ
れ独立して、２～１０個の炭素原子を有し、それぞれ、脂肪族、脂環式、芳香族または複
素環であってよい〕基である］
で示される化合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　使用するパラジウム触媒は、式（Ｉ-ａ）：
【化２】

［式中、Ｘは、ハロゲン、酸素およびＯ-アルキルから選択されるスペーサーであり、Ｙ
１は、Ｐ(Ｒ１Ｒ２Ｒ３)〔式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、上記で定義したも
のである〕基であり、Ｙ２はＰ(Ｒ４Ｒ５Ｒ６)〔式中、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、それぞ
れ独立して、２～１０個の炭素原子を有し、それぞれ、脂肪族、脂環式、芳香族または複
素環であってよい〕基である］
で示される化合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　使用するパラジウム触媒は、式（Ｉ-ａ）：
【化３】

［式中、スペーサーＸは臭素であり、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３基は、それぞれ、tert-ブチ
ルとして定義される］
で示される化合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　パラジウム触媒は均一系触媒である、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　パラジウム触媒は不均一触媒である、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　反応を非プロトン性溶媒中で行う、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
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　反応を溶媒の不存在下で行う、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　３以下のｐＫａを有する酸の不存在下で行う、請求項１～１０のいずれかに記載の方法
。
【請求項１２】
　反応を酸素の不存在下で行う、請求項１～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　化合物（Ａ）は、１４～２４個の炭素原子を有する不飽和カルボン酸および１４～２４
個の炭素原子を有する不飽和カルボン酸のエステルの群から選択される、請求項１～１２
のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　反応を４０～８０℃で行う、請求項１～１３のいずれかに記載の方法。
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